新型コロナウイルス感染症対策において留意すべき６つの観点資料２



Ⅰ 基本的な感染症対策を徹底する。
　
[bookmark: _GoBack]感染症対策のポイントは、「感染源を絶つ」「感染経路を絶つ」「抵抗力を高める」であり、これらを踏まえた取組みを、誰もが実施できるようにする。

Ⅱ ３つの密を避けることに留意する。
　
　クラスター発生を防止するため、リスクが高くなる３つの密を避けるよう工夫を行う。
　３つの密：「換気の悪い密閉空間」「多数が集まる密集場所」「間近で会話や発声する密接場面」 

Ⅲ 校内の保健管理体制を整備する。
　
学校三師等と連携した保健管理体制を整備し、児童生徒等の健康観察や、教室及びトイレ等の環境整備を適切に実施する。

Ⅳ 日頃の連絡体制を構築する。
　
発熱や風邪症状等の健康状態の把握や健康管理について、家庭等と適切に連携できるよう、あらかじめ連絡体制を構築しておく。

Ⅴ 心の健康問題に適切に対応できる体制を構築する。
　
学習に対する不安や、新型コロナウイルス感染症に対する不安等を抱える児童生徒等の状況を把握し、健康相談等の実施やスクールカウンセラー等による支援を行うなど、心のケアを適切に実施できる体制を構築しておく。

Ⅵ 新型コロナウイルス感染症に関わる偏見や差別を生起させない体制を整備する。
　
特定の国や地域に対する偏見、感染者や濃厚接触者とその家族、また、治療にあたる医療従事者とその家族等に対する偏見や差別につながるような行為は断じて許されないものであり、正しい知識に基づいた指導を行うことなどを通じて、偏見や差別が生じないよう十分に留意すること。また、マスクの入手が困難なため着用出来ないといった児童生徒等への心無い発言や新型コロナウイルス感染症ではないかと揶揄するようなことが生起しないよう指導する。
感染者が確認された場合は、個人が特定されることが無いよう十分に配慮するとともに、SNS等で不用意な発言の発信をしないよう指導する。

